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【第 208 回国会】令和４年６月３日（金）、第 17 回の委員会が開かれました。 

 

１ 自動車損害賠償保障法及び特別会計に関する法律の一部を改正する法律案（内閣提出第 36 号）（参議

院送付） 

・参考人から意見を聴取し、質疑を行いました。 

（参考人）東京大学大学院法学政治学研究科教授     藤田友敬君 

     一般社団法人関東交通犯罪遺族の会代表理事  小沢樹里君 

     自動車損害賠償保障制度を考える会座長 

     日本大学危機管理学部長・教授        福田弥夫君 

（質疑者）中川郁子君（自民）、藤岡隆雄君（立民）、市村浩一郎君（維新）、河西宏一君（公明）、古川

元久君（国民）、高橋千鶴子君（共産）、福島伸享君（有志） 

 

（質疑者及び主な質疑内容） 

 

中川郁子君（自民） 

 

（１） 被害者の声を聞いた結果充実する必要が認められた施策及び自動車事故対策勘定の財政事情に関す

る「今後の自動車事故対策勘定のあり方に関する検討会（以下「検討会」という。）」での議論につい

ての藤田参考人の見解 

（２） 自動車損害賠償保障制度を考える会が本改正案に賛成する背景及び福田参考人が改正後の制度の運

用に関し求めていく点 

（３） 被害に遭った当事者、当事者家族、遺族に対する支援を平等に講じる必要があるとの小沢参考人の

意見の詳細 

（４） 小沢参考人及び福田参考人の意見を踏まえてこれからの検討会において議論を取りまとめていくこ

とについての藤田参考人の見解 

 

藤岡隆雄君（立民） 

 

（１） 一般会計から特別会計への繰戻しに関し、早期実施の担保及び国民に対する周知についての藤田参

考人及び福田参考人の見解 

（２） 独立行政法人自動車事故対策機構（ＮＡＳＶＡ）の療護施設についての過不足及び入院期間の制限

についての小沢参考人の意見 

（３） 介護者なき後の生活及びヤングケアラーについての小沢参考人の意見 

（４） 自動車事故対策事業賦課金（以下「賦課金」という。）の負担額の決定に関し、第三者が客観的な視

点で検討すること及び賦課金の使い道を検証し国会へ報告することについての藤田参考人の見解 

 

市村浩一郎君（維新） 

 

（１） 交通事故に係る被害者の遺族であり家族でもある立場としてもどかしさと表現したことについての

小沢参考人の意見 

（２） 交通事故による重度後遺障害者数が横ばい状態であることに関する検討会における議論についての

藤田参考人の見解 

（３） ＮＡＳＶＡの役割及び必要性についての福田参考人の見解 

（４） ＮＡＳＶＡが培ってきた被害者支援の知見を犯罪被害者等の支援に活かしていくことについての小

沢参考人の見解 
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河西宏一君（公明） 

 

（１） 本改正案による政策目的及び優先的に解決すべき喫緊の課題についての藤田参考人の見解 

（２） 自動車事故における被害者ノートの活用及び地方議員に期待する役割についての小沢参考人の見解 

（３） 賦課金による自動車事故対策事業の見える化についての福田参考人の見解 

 

古川元久君（国民） 

 

（１） 運用益分を自動車損害賠償責任再保険特別会計から一般会計に繰り入れた措置に対する藤田参考人

及び福田参考人の見解 

（２） 一般会計から自動車安全特別会計への繰戻しが十分進展せず大臣間合意に対する信頼が欠ける中で、

賦課金を創設することへの自動車ユーザーの理解を醸成する難しさに対する各参考人の所見 

（３） 賦課金を財源とした今後の被害者支援事業の対象範囲の在り方に対する各参考人の所見 

 

高橋千鶴子君（共産） 

 

（１） 夜間の相談対応等で被害者の会の貢献が大きい被害者支援において行政が果たす役割を拡大するこ

とに対する小沢参考人の見解 

（２） 一般会計から自動車安全特別会計への繰戻しが平成６年の大臣合意に従ってなされなかったことに

よって療護施設整備等の実施ができなかった自動車事故対策事業についての藤田参考人及び福田参考

人の問題認識 

（３） 平成 13 年に自賠責保険の再保険制度を廃止せず、国が責任を持つ形で被害者救済及び事故防止対策

を位置付けた制度とすべきだったとの考え方に対する藤田参考人及び福田参考人の見解 

 

福島伸享君（有志） 

 

（１） 自動車ユーザーの納得を得る等の観点から、賦課金を財源として実施すべき最優先の事業について

の小沢参考人の見解 

（２） 自動運転自動車の普及が進展した際における自賠責保険制度の将来像に対する藤田参考人の見解 

（３） 一般会計から自動車安全特別会計への繰戻しを大臣間合意ではなく法律により規定すべきとの考え

方に対する福田参考人の見解 

（４） 検討会において自動車事故対策勘定の積立金の財政投融資資金への預託以外による運用を可能とし

て運用利回りを向上させる制度見直しの検討の有無に対する藤田参考人の認識 


